
(57)【要約】

　【課題】接地極付きコンセントの接地極と中性極の配

線接続が間違いなく行われているかどうかを容易に簡素

にチェックできる方法及び装置を提供する。

　【解決手段】

変圧器２次巻線の中性線側を接地するとともに，電路の

負荷側で接地極付コンセントの接地極を接地したＴＴ接

地方式の配電設備において，前記接地極付コンセントの

中性極と接地極間へ電圧を印加したときとしないときの

２つの状態で，電圧極と中性極または電圧極と接地極間

の電圧様相を計測し，計測結果の比較によりコンセント

の中性極と接地極の配線への接続極性をチェックする接

地極付コンセントの接続チェック方法及び装置を提供し

た。

　【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
変 圧 器 ２ 次 巻 線 の 中 性 線 側 を 大 地 に 接 地 す る と 同 時 に ， 中 性 線 の 変 圧 器 側 端 部 か ら 接 地 専
用 線 を 負 荷 側 に 配 線 し た Ｔ Ｎ 接 地 方 式 の 配 電 系 統 の 負 荷 側 に 接 地 極 付 き コ ン セ ン ト を 接 続
し た 配 電 設 備 に お い て ， 前 記 接 地 専 用 線 の 変 圧 器 側 端 部 と 中 性 線 間 も し く は 接 地 専 用 線 の
中 途 の 接 続 点 の 接 地 専 用 線 同 士 の 接 続 部 間 に イ ン ピ ー ダ ン ス を 臨 時 に 挿 入 し ， コ ン セ ン ト
の 電 圧 極 と 中 性 極 間 ， 電 圧 極 と 接 地 極 間 を 同 一 の 値 の イ ン ピ ー ダ ン ス を 介 し て 接 続 し た と
き ， 流 れ た 電 流 の 大 き さ の 比 較 に よ り コ ン セ ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 の 配 線 へ の 接 続 極 性 を
チ ェ ッ ク す る こ と を 特 徴 と す る 接 地 極 付 コ ン セ ン ト の 配 線 接 続 チ ェ ッ ク 方 法 及 び 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
変 圧 器 ２ 次 巻 線 の 中 性 線 側 を 大 地 に 接 地 す る と 同 時 に ， 電 路 の 負 荷 側 に 配 さ れ る 分 電 盤 の
接 地 用 端 子 を 接 地 し た Ｔ Ｔ 接 地 方 式 の 配 電 系 統 の 末 端 に 接 地 極 付 コ ン セ ン ト を 接 続 し た 配
電 設 備 に お い て ， 前 記 分 電 盤 の 接 地 用 端 子 と 接 地 間 に イ ン ピ ー ダ ン ス を 臨 時 に 挿 入 し ， コ
ン セ ン ト の 電 圧 極 と 中 性 極 間 ， 電 圧 極 と 接 地 極 間 を 同 一 の 値 の イ ン ピ ー ダ ン ス を 介 し て 接
続 し た と き ， 流 れ た 電 流 の 大 き さ の 比 較 に よ り コ ン セ ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 の 配 線 へ の 接
続 極 性 を チ ェ ッ ク す る こ と を 特 徴 と す る 接 地 極 付 コ ン セ ン ト の 配 線 接 続 チ ェ ッ ク 方 法 及 び
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
変 圧 器 ２ 次 巻 線 の 中 性 線 側 を 接 地 す る と と も に ， 電 路 の 負 荷 側 で 接 地 極 付 コ ン セ ン ト の 接
地 極 を 接 地 し た Ｔ Ｔ 接 地 方 式 の 配 電 設 備 に お い て ， 前 記 接 地 極 付 コ ン セ ン ト の 中 性 極 と 接
地 極 間 へ 電 圧 を 印 加 し た と き と し な い と き の ２ つ の 状 態 で ， 電 圧 極 と 中 性 極 ま た は 電 圧 極
と 接 地 極 間 の 電 圧 様 相 を 計 測 し ， 計 測 結 果 の 比 較 に よ り コ ン セ ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 の 配
線 へ の 接 続 極 性 を チ ェ ッ ク す る こ と を 特 徴 と す る 接 地 極 付 コ ン セ ン ト の 配 線 接 続 チ ェ ッ ク
方 法 及 び 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
変 圧 器 ２ 次 巻 線 の 中 性 線 側 を 接 地 す る と 同 時 に ， 中 性 線 の 変 圧 器 側 端 部 か ら 接 地 専 用 線 を
負 荷 側 に 配 線 し た Ｔ Ｎ 接 地 方 式 の 配 電 系 統 の 負 荷 側 に 接 地 極 付 き コ ン セ ン ト を 接 続 し た 配
電 設 備 に お い て ， 前 記 接 地 専 用 線 の 変 圧 器 側 端 部 と 中 性 線 間 も し く は 接 地 専 用 線 の 中 途 の
接 続 点 の 接 地 専 用 線 同 士 の 接 続 部 間 に イ ン ピ ー ダ ン ス を 臨 時 に 挿 入 し ， 前 記 接 地 極 付 コ ン
セ ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 間 へ 電 圧 を 印 加 し た と き と し な い と き の ２ つ の 状 態 で ， 電 圧 極 と
中 性 極 ま た は 電 圧 極 と 接 地 極 間 の 電 圧 様 相 を 計 測 し ， 計 測 結 果 の 比 較 に よ り コ ン セ ン ト の
中 性 極 と 接 地 極 の 配 線 へ の 接 続 極 性 を チ ェ ッ ク す る こ と を 特 徴 と す る 接 地 極 付 コ ン セ ン ト
の 配 線 接 続 チ ェ ッ ク 方 法 及 び 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
変 圧 器 ２ 次 巻 線 の 中 性 線 側 を 接 地 す る と 同 時 に ， 電 路 の 負 荷 側 に 配 さ れ る 分 電 盤 の 接 地 用
端 子 を 接 地 し た Ｔ Ｔ 接 地 方 式 の 配 電 系 統 の 末 端 に 接 地 極 付 コ ン セ ン ト を 接 続 し た 配 電 設 備
に お い て ， 前 記 分 電 盤 の 接 地 用 端 子 と 接 地 間 に イ ン ピ ー ダ ン ス を 臨 時 に 挿 入 し ， 前 記 接 地
極 付 コ ン セ ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 間 へ 電 圧 を 印 加 し た と き と し な い と き の ２ つ の 状 態 で ，
電 圧 極 と 中 性 極 ま た は 電 圧 極 と 接 地 極 間 の 電 圧 様 相 を 計 測 し ， 計 測 結 果 の 比 較 に よ り コ ン
セ ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 の 配 線 へ の 接 続 極 性 を チ ェ ッ ク す る こ と を 特 徴 と す る 接 地 極 付 コ
ン セ ン ト の 配 線 接 続 チ ェ ッ ク 方 法 及 び 装 置 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は ， 配 電 系 統 に お け る 接 地 が Ｔ Ｔ 接 地 方 式 あ る い は Ｔ Ｎ 接 地 方 式 で あ る と き ， 末 端
側 に 接 地 極 付 コ ン セ ン ト が 使 用 さ れ た 場 合 の ， コ ン セ ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 の 配 線 接 続 間
違 い の チ ェ ッ ク を 行 う 方 法 及 び 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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近 年 ， ノ イ ズ や 安 全 上 の 理 由 か ら コ ン セ ン ト に は 接 地 極 付 の も の を 使 用 す る こ と が 推 奨 さ
れ て い る 。 従 来 ， こ の よ う な 接 地 極 付 コ ン セ ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 の 配 線 接 続 の チ ェ ッ ク
装 置 と し て は ， 特 許 文 献 １ ， ２ ， ３ の よ う な 装 置 が あ っ た 。 特 許 文 献 １ は コ ン セ ン ト の 電
圧 極 か ら 接 地 極 に 対 し て 抵 抗 を 接 続 し ， 電 流 が 流 れ る か ど う か を 確 認 す る よ う に 出 来 て お
り ， 電 流 が 流 れ な け れ ば 接 地 が う ま く 取 れ て い な い ， あ る い は 接 地 線 が 接 続 さ れ て い な い
か 断 線 で あ る と 判 定 す る よ う な も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 特 許 文 献 ２ ， ３ は ， コ ン セ ン ト の 電 圧 極 と 中 性 極 と 接 地 極 に お い て ， 接 地 極 の 接 続 の
み な ら ず ， 中 性 極 と 接 地 極 の 接 続 間 違 い （ 中 性 相 を コ ン セ ン ト の 接 地 極 に ， 接 地 線 を コ ン
セ ン ト の 中 性 極 に 接 続 し て い る ） も チ ェ ッ ク し よ う と す る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ８ ０ ４ ９ ６
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ５ － ３ １ ２ ８ ７ ８
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ０ ７ １ ２ １
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し な が ら ， 特 許 文 献 １ に よ る 方 法 で は 特 許 文 献 ２ ， ３ に 示 さ れ る 中 性 極 と 接 地 極 の 接
続 間 違 い を チ ェ ッ ク す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ り ， ま た 特 許 文 献 ２ に よ る 方 法 で
は ， 同 一 の 抵 抗 を 介 し て 電 圧 極 か ら 中 性 極 に 流 れ る 電 流 と ， 電 圧 極 か ら 接 地 極 に 流 れ る 電
流 の 大 き さ を 比 較 し ， 接 続 間 違 い を 判 別 す る た め ， 接 地 抵 抗 が 低 く な る と （ 特 許 文 献 ２ に
よ れ ば １ Ω 以 下 に な る と ） 判 別 が し づ ら く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
近 年 ， ビ ル な ど で は ， 高 圧 で 受 電 し 低 圧 に 変 換 す る 変 圧 器 の 接 地 と 負 荷 機 器 の 接 地 を 共 通
に し て い る 場 合 が 多 く ， そ の 場 合 は 接 地 線 の 抵 抗 が 非 常 に 低 い 場 合 が あ り ， ま た 同 様 に 日
本 国 内 の 配 線 設 備 の 方 式 と し て ， Ｉ Ｅ Ｃ 規 格 で Ｔ Ｎ 方 式 と 呼 ば れ る 電 源 側 の 接 地 点 か ら 末
端 に 至 る ま で 専 用 の 接 地 線 を 引 き 回 す 方 式 の 導 入 が 叫 ば れ て い て ， そ の 場 合 の 接 地 線 の 抵
抗 と ， 中 性 線 の 抵 抗 の 差 は ゼ ロ に 等 し く ， そ れ ら の よ う な 場 合 は 特 許 文 献 ２ に よ る 方 法 で
は 接 続 間 違 い の 判 別 は 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
特 許 文 献 ３ に よ る 方 法 で は ， コ ン セ ン ト に 接 続 さ れ る 子 器 側 で 電 圧 極 か ら 接 地 極 に 地 絡 電
流 を 流 し ， 分 電 盤 側 に 設 置 し た 親 器 で 零 相 電 流 を 検 出 し て 値 を 子 器 に 送 信 し ， そ の 値 を 子
器 で 読 み と る こ と で 接 地 極 の 接 続 状 態 を 確 認 す る よ う に し て い る の で ， 接 地 抵 抗 や 接 地 線
の 抵 抗 が 低 い 場 合 で も 特 許 文 献 ２ の よ う に 判 定 不 能 と な る こ と が な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し な が ら ， 特 許 文 献 ３ の 方 法 で は ， 分 電 盤 側 に 幹 線 の 零 相 電 流 を 測 定 し ， コ ン セ ン ト
側 の 子 器 に 測 定 結 果 を 送 信 す る 親 器 を 設 置 し な け れ ば な ら ず 装 置 が 大 が か り に な る と い う
問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で ， 本 件 の 発 明 の 目 的 と す る と こ ろ は ， 接 地 極 付 き コ ン セ ン ト の 接 地 極 と 中 性 極 の 配
線 接 続 が 間 違 い な く 行 わ れ て い る か ど う か を よ り 容 易 に 簡 素 に チ ェ ッ ク で き る 方 法 及 び 装
置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め ， 本 件 発 明 の 請 求 項 １ で は ， 変 圧 器 ２ 次 巻 線 の 中 性 線 側 を 大 地
に 接 地 す る と 同 時 に ， 中 性 線 の 変 圧 器 側 端 部 か ら 接 地 専 用 線 を 負 荷 側 に 配 線 し た Ｔ Ｎ 接 地
方 式 の 配 電 系 統 の 負 荷 側 に 接 地 極 付 き コ ン セ ン ト を 接 続 し た 配 電 設 備 に お い て ， 前 記 接 地
専 用 線 の 変 圧 器 側 端 部 と 中 性 線 間 も し く は 接 地 専 用 線 の 中 途 の 接 続 点 の 接 地 専 用 線 同 士 の
接 続 部 間 に イ ン ピ ー ダ ン ス を 臨 時 に 挿 入 し ， コ ン セ ン ト の 電 圧 極 と 中 性 極 間 ， 電 圧 極 と 接
地 極 間 を 同 一 の 値 の イ ン ピ ー ダ ン ス を 介 し て 接 続 し た と き ， 流 れ た 電 流 の 大 き さ の 比 較 に
よ り コ ン セ ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 の 配 線 へ の 接 続 極 性 を チ ェ ッ ク す る こ と を 特 徴 と す る 接
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地 極 付 コ ン セ ン ト の 配 線 接 続 チ ェ ッ ク 方 法 及 び 装 置 を 提 供 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ に お い て は ， 変 圧 器 ２ 次 巻 線 の 中 性 線 側 を 大 地 に 接 地 す る と 同 時 に ， 電 路 の 負 荷
側 に 配 さ れ る 分 電 盤 の 接 地 用 端 子 を 接 地 し た Ｔ Ｔ 接 地 方 式 の 配 電 系 統 の 末 端 に 接 地 極 付 コ
ン セ ン ト を 接 続 し た 配 電 設 備 に お い て ， 前 記 分 電 盤 の 接 地 用 端 子 と 接 地 間 に イ ン ピ ー ダ ン
ス を 臨 時 に 挿 入 し ， コ ン セ ン ト の 電 圧 極 と 中 性 極 間 ， 電 圧 極 と 接 地 極 間 を 同 一 の 値 の イ ン
ピ ー ダ ン ス を 介 し て 接 続 し た と き ， 流 れ た 電 流 の 大 き さ の 比 較 に よ り コ ン セ ン ト の 中 性 極
と 接 地 極 の 配 線 へ の 接 続 極 性 を チ ェ ッ ク す る こ と を 特 徴 と す る 接 地 極 付 コ ン セ ン ト の 配 線
接 続 チ ェ ッ ク 方 法 及 び 装 置 を 提 供 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ３ に お い て は ， 変 圧 器 ２ 次 巻 線 の 中 性 線 側 を 接 地 す る と と も に ， 電 路 の 負 荷 側 で 接
地 極 付 コ ン セ ン ト の 接 地 極 を 接 地 し た Ｔ Ｔ 接 地 方 式 の 配 電 設 備 に お い て ， 前 記 接 地 極 付 コ
ン セ ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 間 へ 電 圧 を 印 加 し た と き と し な い と き の ２ つ の 状 態 で ， 電 圧 極
と 中 性 極 ま た は 電 圧 極 と 接 地 極 間 の 電 圧 様 相 を 計 測 し ， 計 測 結 果 の 比 較 に よ り コ ン セ ン ト
の 中 性 極 と 接 地 極 の 配 線 へ の 接 続 極 性 を チ ェ ッ ク す る こ と を 特 徴 と す る 接 地 極 付 コ ン セ ン
ト の 配 線 接 続 チ ェ ッ ク 方 法 及 び 装 置 を 提 供 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
 
請 求 項 ４ に お い て は ， 変 圧 器 ２ 次 巻 線 の 中 性 線 側 を 接 地 す る と 同 時 に ， 中 性 線 の 変 圧 器 側
端 部 か ら 接 地 専 用 線 を 負 荷 側 に 配 線 し た Ｔ Ｎ 接 地 方 式 の 配 電 系 統 の 負 荷 側 に 接 地 極 付 き コ
ン セ ン ト を 接 続 し た 配 電 設 備 に お い て ， 前 記 接 地 専 用 線 の 変 圧 器 側 端 部 と 中 性 線 間 も し く
は 接 地 専 用 線 の 中 途 の 接 続 点 の 接 地 専 用 線 同 士 の 接 続 部 間 に イ ン ピ ー ダ ン ス を 臨 時 に 挿 入
し ， 前 記 接 地 極 付 コ ン セ ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 間 へ 電 圧 を 印 加 し た と き と し な い と き の ２
つ の 状 態 で ， 電 圧 極 と 中 性 極 ま た は 電 圧 極 と 接 地 極 間 の 電 圧 様 相 を 計 測 し ， 計 測 結 果 の 比
較 に よ り コ ン セ ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 の 配 線 へ の 接 続 極 性 を チ ェ ッ ク す る こ と を 特 徴 と す
る 接 地 極 付 コ ン セ ン ト の 配 線 接 続 チ ェ ッ ク 方 法 及 び 装 置 を 提 供 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ５ に お い て は ， 変 圧 器 ２ 次 巻 線 の 中 性 線 側 を 接 地 す る と 同 時 に ， 電 路 の 負 荷 側 に 配
さ れ る 分 電 盤 の 接 地 用 端 子 を 接 地 し た Ｔ Ｔ 接 地 方 式 の 配 電 系 統 の 末 端 に 接 地 極 付 コ ン セ ン
ト を 接 続 し た 配 電 設 備 に お い て ， 前 記 分 電 盤 の 接 地 用 端 子 と 接 地 間 に イ ン ピ ー ダ ン ス を 臨
時 に 挿 入 し ， 前 記 接 地 極 付 コ ン セ ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 間 へ 電 圧 を 印 加 し た と き と し な い
と き の ２ つ の 状 態 で ， 電 圧 極 と 中 性 極 ま た は 電 圧 極 と 接 地 極 間 の 電 圧 様 相 を 計 測 し ， 計 測
結 果 の 比 較 に よ り コ ン セ ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 の 配 線 へ の 接 続 極 性 を チ ェ ッ ク す る こ と を
特 徴 と す る 接 地 極 付 コ ン セ ン ト の 配 線 接 続 チ ェ ッ ク 方 法 及 び 装 置 を 提 供 し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば ， 変 圧 器 ２ 次 巻 線 の 中 性 線 側 を 接 地 す る と 同 時 に ， 中 性 線 の 変 圧
器 側 端 部 か ら 接 地 専 用 線 を 負 荷 側 に 配 線 し た Ｔ Ｎ 接 地 方 式 の 配 電 系 統 で も ， 前 記 接 地 専 用
線 の 変 圧 器 側 端 部 と 中 性 線 間 も し く は 接 地 専 用 線 の 中 途 の 接 続 点 の 接 地 専 用 線 同 士 の 接 続
部 間 に イ ン ピ ー ダ ン ス を 臨 時 に 挿 入 す る こ と で ， 接 地 専 用 線 と 中 性 線 に イ ン ピ ー ダ ン ス の
差 を つ け る こ と が で き る か ら ， コ ン セ ン ト の 電 圧 極 と 中 性 極 間 ， 電 圧 極 と 接 地 極 間 を 同 一
の 値 の イ ン ピ ー ダ ン ス を 介 し て 接 続 し た と き ， 流 れ た 電 流 の 大 き さ の 比 較 に よ り コ ン セ ン
ト の 中 性 極 と 接 地 極 の 配 線 へ の 接 続 極 性 を 容 易 に チ ェ ッ ク す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば ， 変 圧 器 ２ 次 巻 線 の 中 性 線 側 を 接 地 す る と 同 時 に ， 電 路 の 負 荷 側
に 配 さ れ る 分 電 盤 の 接 地 用 端 子 を 接 地 し た Ｔ Ｔ 接 地 方 式 の 配 電 系 統 で 接 地 抵 抗 が 非 常 に 低
い 場 合 で も ， 前 記 分 電 盤 の 接 地 用 端 子 と 接 地 間 に イ ン ピ ー ダ ン ス を 臨 時 に 挿 入 す る こ と で
， 見 か け 上 の 接 地 抵 抗 を 大 き く し て ， 中 性 線 と 接 地 線 の イ ン ピ ー ダ ン ス の 差 を 大 き く す る
こ と が で き る か ら ， コ ン セ ン ト の 電 圧 極 と 中 性 極 間 ， 電 圧 極 と 接 地 極 間 を 同 一 の 値 の イ ン
ピ ー ダ ン ス を 介 し て 接 続 し た と き ， 流 れ た 電 流 の 大 き さ の 比 較 に よ り コ ン セ ン ト の 中 性 極
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と 接 地 極 の 配 線 へ の 接 続 極 性 を 容 易 に チ ェ ッ ク す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば ， 変 圧 器 ２ 次 巻 線 の 中 性 線 側 を 接 地 す る と と も に ， 電 路 の 負 荷 側
で 接 地 極 付 コ ン セ ン ト の 接 地 極 を 接 地 し た Ｔ Ｔ 接 地 方 式 の 配 電 系 統 に お い て ， 前 記 接 地 極
付 コ ン セ ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 間 へ 電 圧 を 印 加 し た と き と し な い と き の ２ つ の 状 態 で ， 電
圧 極 と 中 性 極 ま た は 電 圧 極 と 接 地 極 間 の 電 圧 様 相 を 計 測 し 比 較 す る よ う に し た か ら ， コ ン
セ ン ト の 各 極 へ の 配 線 接 続 が 正 し け れ ば ， コ ン セ ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 に 電 圧 を 印 加 し た
場 合 と し な い 場 合 で 変 化 し な い 。 一 方 で 電 圧 極 と 接 地 極 間 の 電 圧 は ， コ ン セ ン ト の 中 性 極
と 接 地 極 に 電 圧 を 印 加 し た 場 合 と し な い 場 合 で 変 化 す る か ら ， コ ン セ ン ト の 中 性 極 と 接 地
極 の 配 線 へ の 接 続 極 性 を 容 易 に チ ェ ッ ク す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば ， 変 圧 器 ２ 次 巻 線 の 中 性 線 側 を 接 地 す る と 同 時 に ， 中 性 線 の 変 圧
器 側 端 部 か ら 接 地 専 用 線 を 負 荷 側 に 配 線 し た 配 電 系 統 の 負 荷 側 に 接 地 極 付 き コ ン セ ン ト を
接 続 し た Ｔ Ｎ 接 地 方 式 の 配 電 設 備 に お い て ， 前 記 接 地 専 用 線 の 変 圧 器 側 端 部 と 中 性 線 間 も
し く は 接 地 専 用 線 の 中 途 の 接 続 点 の 接 地 専 用 線 同 士 の 接 続 部 間 に イ ン ピ ー ダ ン ス を 臨 時 に
挿 入 し た か ら ， 接 地 専 用 線 側 に イ ン ピ ー ダ ン ス が 発 生 し ， 請 求 項 ３ の 発 明 と 同 様 な 方 法 及
び 装 置 を 用 い て コ ン セ ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 の 配 線 へ の 接 続 極 性 を 容 易 に チ ェ ッ ク す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば ， 変 圧 器 ２ 次 巻 線 の 中 性 線 側 を 接 地 す る と 同 時 に ， 電 路 の 負 荷 側
に 配 さ れ る 分 電 盤 の 接 地 用 端 子 を 接 地 し た 配 電 系 統 の 末 端 に 接 地 極 付 コ ン セ ン ト を 接 続 し
た Ｔ Ｎ 接 地 方 式 の 配 電 設 備 に お い て ， 前 記 分 電 盤 の 接 地 用 端 子 と 接 地 間 に イ ン ピ ー ダ ン ス
を 臨 時 に 挿 入 し た か ら ， 電 源 側 の 変 圧 器 の 中 性 線 の 接 地 抵 抗 と 負 荷 側 の 分 電 盤 で の 接 地 の
接 地 抵 抗 が 低 い 場 合 で も ， 見 か け 上 の 接 地 抵 抗 を 高 く で き る か ら ， 請 求 項 ３ の 発 明 と 同 様
な 方 法 及 び 装 置 を 用 い て コ ン セ ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 の 配 線 へ の 接 続 極 性 を 容 易 に チ ェ ッ
ク す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 本 件 発 明 の 実 施 例 を 図 面 を 用 い て 詳 細 に 示 す 。 図 １ は 本 件 発 明 の 請 求 項 １ に よ る 方 法
及 び 装 置 の 実 施 例 の 図 で あ り Ｔ Ｎ 接 地 方 式 の 配 電 系 統 の 例 で あ る 。 １ は 電 源 側 の 変 圧 器 ，
２ は 変 圧 器 の ２ 次 側 巻 線 の 電 圧 線 ， ３ は 変 圧 器 の ２ 次 側 巻 線 の 中 性 線 ， ４ は 専 用 接 地 線 ，
５ は 変 圧 器 ２ 次 巻 線 の 中 性 線 側 を 大 地 に 接 続 し た 接 地 線 で あ る 。 ６ は 電 路 の 中 途 に 設 置 さ
れ た 分 電 盤 等 の 中 継 接 続 手 段 で 簡 略 的 に 記 載 し て い る 。 ７ は 電 路 に 接 続 さ れ た 接 地 極 付 コ
ン セ ン ト で ， ７ ０ １ は 中 性 極 ， ７ ０ ２ は 電 圧 極 ， ７ ０ ３ は 接 地 極 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
８ ， ８ ’ は 接 地 専 用 線 側 に 臨 時 に 挿 入 さ れ る イ ン ピ ー ダ ン ス で ， ８ は 変 圧 器 １ 側 の 接 地 専
用 線 ４ の 端 部 と 中 性 線 ３ の 間 に 挿 入 し た 場 合 ， ８ ’ は 電 路 中 の 分 電 盤 ６ 内 の 接 地 専 用 線 接
続 端 子 間 に 挿 入 し た 場 合 を 示 し ， チ ェ ッ ク の 時 だ け 挿 入 し ， 常 時 は シ ョ ー ト 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
９ は コ ン セ ン ト 側 の チ ェ ッ ク 装 置 で ， コ ン セ ン ト ７ の 中 性 極 ７ ０ １ へ の 接 続 導 体 ９ ０ １ ，
同 じ く 電 圧 極 ７ ０ ２ へ の 接 続 導 体 ９ ０ ２ ， 同 じ く 接 地 極 ７ ０ ３ へ の 接 続 導 体 ９ ０ ３ ， 抵 抗
９ ０ ４ 電 流 計 ９ ０ ５ か ら な り ， 抵 抗 ９ ０ ４ は 接 続 導 体 ９ ０ １ と ９ ０ ３ に 切 り 替 え て 接 続 可
能 と し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ に 示 す 方 法 及 び 装 置 に よ る 極 性 の チ ェ ッ ク に つ い て 説 明 す る 。 ま ず ， 専 用 接 地 線 ４ に
対 し て イ ン ピ ー ダ ン ス ８ ま た は ８ ’ を 挿 入 装 着 す る 。 こ の 場 合 ， 変 圧 器 自 体 が 需 要 家 設 備
で あ っ て ， 例 え ば 同 一 の ビ ル や 敷 地 内 の 受 電 室 に あ り ， 系 統 全 体 の コ ン セ ン ト の 極 性 を チ
ェ ッ ク す る よ う な 場 合 は ８ の 位 置 で ， １ つ の 分 電 盤 以 降 の コ ン セ ン ト だ け を チ ェ ッ ク す る
場 合 や ， 変 圧 器 が 電 力 会 社 の 設 備 で あ っ て 需 要 家 の も の で は な い よ う な 場 合 は ８ ’ の 位 置
で と い う よ う に 使 い 分 け る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に ， コ ン セ ン ト 側 の チ ェ ッ ク 装 置 ９ の 接 続 導 体 ９ ０ １ か ら ９ ０ ３ を コ ン セ ン ト ７ の 各 極
に 図 の よ う に 接 続 し ， 抵 抗 ９ ０ ４ を 接 続 導 体 ９ ０ １ と ９ ０ ３ に 切 り 替 え 接 続 し ， そ の 時 抵
抗 ９ ０ ４ に 流 れ る 電 流 を 電 流 計 ９ ０ ５ で 計 測 す る 。 接 続 導 体 ９ ０ ３ に 抵 抗 ９ ０ ４ が 接 続 さ
れ た と き の 方 が 電 流 が 少 な け れ ば コ ン セ ン ト の 接 続 は 正 し く ， 電 流 が 多 け れ ば 接 続 は 誤 り
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
コ ン セ ン ト 側 の チ ェ ッ ク 装 置 の 抵 抗 ９ ０ ４ は １ つ で な く と も ， 同 一 の 抵 抗 値 で あ れ ば 予 め
接 続 導 体 ９ ０ １ と ９ ０ ３ に 各 々 設 け て お い て も よ く ， ま た 電 流 の 比 較 は ， 電 流 計 ９ ０ ５ に
よ ら な く て も 抵 抗 ９ ０ ４ の 両 端 の 電 圧 を 測 定 し て も 原 理 的 に 結 果 が 同 一 で あ れ ば 様 々 な 方
法 が 考 え ら れ る 。 さ ら に ， 判 断 を 電 子 的 に 自 動 で 行 う よ う に し て 結 果 の み を 表 示 す る よ う
に し て も よ い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 請 求 項 ２ の 発 明 の 実 施 例 を 図 ２ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 ２ は Ｔ Ｔ 接 地 方 式 の 配 電 系 統
の 例 で あ る 。 １ ， ２ ， ３ ， ５ ， ７ ， ９ は 図 １ と 同 様 で あ る 。 接 地 線 ４ は ， 分 電 盤 ６ の 接 地
端 子 ６ ’ に 接 続 さ れ て お り ， 接 地 端 子 ６ ’ は 接 地 １ ０ に よ り 大 地 に 接 続 さ れ て い る 。 ８ ”
は 接 地 線 ４ と 接 地 １ ０ の 間 に 臨 時 に 挿 入 さ れ る イ ン ピ ー ダ ン ス で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ２ に よ る チ ェ ッ ク の 方 法 や 判 定 は 図 １ の 場 合 と 同 じ で あ る が ， こ の 実 施 例 で は ， Ｔ Ｔ 接
地 方 式 で 接 地 ５ や １ ０ の 接 地 抵 抗 が 非 常 に 低 い 場 合 で も ， コ ン セ ン ト の 接 続 極 性 の チ ェ ッ
ク が 行 え る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 請 求 項 ３ の 発 明 の 実 施 例 を 図 ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 ３ は Ｔ Ｔ 接 地 方 式 の 配 電 系 統
の 例 で あ る 。 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， １ ０ は 図 ２ と 同 様 な も の で あ る 。 Ｒ ｇ は 接 地
５ と １ ０ の 接 地 抵 抗 を 便 宜 的 に 置 き 換 え た 抵 抗 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ １ は コ ン セ ン ト ７ に 接 続 す る 装 置 で ， １ １ ０ １ は コ ン セ ン ト ７ の 中 性 極 ７ ０ １ に 接 続 さ
れ る 接 続 導 体 ， １ １ ０ ２ は 同 じ く 電 圧 極 ７ ０ ２ に 接 続 さ れ る 接 続 導 体 ， １ １ ０ ３ は 同 じ く
接 地 極 ７ ０ ３ に 接 続 さ れ る 接 続 導 体 ， １ １ ０ ４ は 電 源 で ス イ ッ チ １ １ ０ ５ の 開 閉 で コ ン セ
ン ト の 中 性 極 と 接 地 極 間 に 電 圧 を 印 加 す る 。 １ １ ０ ６ は 電 圧 測 定 器 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ３ に お け る コ ン セ ン ト の チ ェ ッ ク は ， ス イ ッ チ １ １ ０ ５ を 入 り に し た と き と 切 り に し た
と き の そ れ ぞ れ で 電 圧 測 定 器 １ １ ０ ６ の 測 定 結 果 に 差 が な け れ ば 接 続 は 正 し い と 判 断 さ れ
る 。 す な わ ち ， 電 源 １ １ ０ ４ の 電 圧 は ， 中 性 線 と 電 圧 線 の 間 に は 印 加 さ れ て お ら ず ， ス イ
ッ チ １ １ ０ ５ の 入 り 切 り に 係 わ ら ず 中 性 線 と 電 圧 線 間 の 電 圧 は 変 圧 器 １ の ２ 次 側 巻 線 の 電
圧 に 等 し い か ら で あ る 。 逆 に コ ン セ ン ト ７ の 電 圧 極 ７ ０ ２ と 接 地 極 ７ ０ ３ 間 は ， ス イ ッ チ
１ １ ０ ５ の 入 り 切 り に よ っ て 入 り の と き は 変 圧 器 １ の ２ 次 巻 線 電 圧 と 電 源 １ １ ０ ４ の 電 圧
の 合 成 電 圧 が 現 れ ， 切 り に し た と き に は 変 圧 器 １ の ２ 次 電 圧 が そ の ま ま 現 れ る の で ， １ １
０ ５ の 入 り 切 り の ２ つ の 状 態 で 電 圧 が 変 化 す る こ と に な る か ら ， も し 中 性 極 ７ ０ １ が 接 地
線 ４ に ， 接 地 極 ７ ０ ３ が 中 性 線 ３ に 間 違 え て 接 続 さ れ て い る と き に は ， 電 圧 が 変 化 し て 現
れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ３ に お い て ， 電 圧 測 定 器 １ １ ０ ６ は ， 電 圧 極 ７ ０ ２ と 接 地 極 ７ ０ ３ 間 の 電 圧 を 測 定 し て
も よ く ， そ の 場 合 は ス イ ッ チ １ １ ０ ５ の 入 り 切 り に よ り 電 圧 が 変 化 す れ ば 接 続 が 正 し い と
判 断 さ れ る こ と に な る 。 ま た ， 電 源 １ １ ０ ４ は 交 流 電 源 の 場 合 ， そ の 周 波 数 は 変 圧 器 １ か
ら 供 給 さ れ る 電 圧 の 周 波 数 と 一 致 し て い て も よ く ， そ の 場 合 は ， 電 圧 測 定 器 １ １ ０ ６ は 電
圧 値 を 測 定 す る こ と で 判 定 が 可 能 で あ る 。 ま た 電 源 １ １ ０ ４ は 変 圧 器 １ か ら 供 給 さ れ る 電
圧 と 周 波 数 が 異 な っ て い て も よ く 極 端 な 場 合 直 流 で も よ い 。 そ の 場 合 の 電 圧 測 定 器 １ １ ０
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６ は 波 形 表 示 装 置 の よ う な も の や ， 電 源 １ １ ０ ４ の 周 波 数 成 分 の 電 圧 を 表 示 す る も の ， あ
る い は 直 流 電 圧 を 表 示 す る も の な ど が 利 用 可 能 で あ る 。 さ ら に 電 圧 の 変 化 を 自 動 で 判 定 し
て 結 果 を 表 示 す る よ う な 電 子 回 路 を 付 加 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
も し 電 源 １ １ ０ ４ の 電 圧 を 分 電 盤 ６ 内 に 通 常 的 に 設 置 さ れ る 漏 電 遮 断 器 が 動 作 し な い 領 域
の 直 流 や 高 周 波 と す れ ば ， チ ェ ッ ク 時 に 漏 電 遮 断 器 を 動 作 さ せ る こ と な く 電 流 を 十 分 に 流
す こ と が 出 来 て 好 都 合 で あ る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 請 求 項 ４ の 実 施 例 を 図 ４ に 示 す 。 図 ４ は Ｔ Ｎ 接 地 方 式 の 配 電 設 備 に ， 図 ３ に 示 す コ ン
セ ン ト 側 の チ ェ ッ ク 装 置 を 用 い よ う と し た 場 合 の 図 で あ る 。 図 １ の チ ェ ッ ク 装 置 ９ が １ １
に 置 き 換 わ っ た だ け で ， 図 １ の 場 合 と 同 様 に 専 用 接 地 線 ４ に 臨 時 に イ ン ピ ー ダ ン ス ８ ま た
は ８ ’ を 挿 入 す る こ と で 図 ３ の 場 合 と 同 様 に チ ェ ッ ク 装 置 １ １ で コ ン セ ン ト ７ の 配 線 接 続
極 性 の チ ェ ッ ク が 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
次 に 請 求 項 ５ の 実 施 例 を 図 ５ に 示 す 。 図 ５ は Ｔ Ｔ 接 地 方 式 の 配 電 設 備 で 接 地 抵 抗 が 非 常 に
低 い 場 合 に ， 図 ３ に 示 す コ ン セ ン ト 側 の チ ェ ッ ク 装 置 を 用 い よ う と し た 場 合 の 図 で あ る 。
図 ２ の チ ェ ッ ク 装 置 ９ が １ １ に 置 き 換 わ っ た だ け で ， 図 ２ の 場 合 と 同 様 に 専 用 接 地 線 ４ に
臨 時 に イ ン ピ ー ダ ン ス ８ ” を 挿 入 す る こ と で 図 ３ の 場 合 と 同 様 に チ ェ ッ ク 装 置 １ １ で コ ン
セ ン ト ７ の 配 線 接 続 極 性 の チ ェ ッ ク が 可 能 で あ る 。
 
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
コ ン セ ン ト の 電 圧 極 が 電 圧 線 に 接 続 さ れ て い る か ど う か を チ ェ ッ ク す る 手 段 と 組 み 合 わ せ
る こ と で ， コ ン セ ン ト 全 極 の 接 続 極 性 を チ ェ ッ ク す る 簡 素 な 装 置 に 適 用 可 能 で あ る 。 さ ら
に コ ン セ ン ト の 電 圧 ， 接 続 極 性 ， 接 地 抵 抗 な ど を 総 合 的 に チ ェ ッ ク す る 装 置 に 適 用 可 能 で
あ る 。
 
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 請 求 項 １ の 実 施 例 の 図
【 図 ２ 】 請 求 項 ２ の 実 施 例 の 図
【 図 ３ 】 請 求 項 ３ の 実 施 例 の 図
【 図 ４ 】 請 求 項 ４ の 実 施 例 の 図
【 図 ５ 】 請 求 項 ５ の 実 施 例 の 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ 　 変 圧 器
２ 　 電 圧 線
３ 　 中 性 線
４ 　 接 地 線
５ 　 変 圧 器 の 接 地
６ 　 分 電 盤 な ど の 中 継 接 続 装 置
７ 　 接 地 極 付 コ ン セ ン ト
８ ， ８ ’ ， ８ ” 　 臨 時 に 挿 入 す る イ ン ピ ー ダ ン ス
９ 　 コ ン セ ン ト 側 の チ ェ ッ ク 装 置
１ ０ 　 分 電 盤 側 の 接 地
１ １ 　 コ ン セ ン ト 側 の チ ェ ッ ク 装 置
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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